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中
国
文
学
論
集

第
三
十
号

明
清

の
歴
史
小
説

と

「
艶
」

の
概
念

に

つ
い
て

『
晴
煬
帝
艶
史
』

と

『
晴
唐
演
義
』
を
中

心
に

ー
河

野

真

人

、

は

じ

め

に

周
知
の
よ
う
に
中
国
明
清
時
代
に
は
、
「艶
」

や

「
情
」
そ
し
て

「
淫
」
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
学
作
品
が
数
多

く
刊
行
さ
れ
た
。

そ
れ
は
正
し
く
民
衆
文
化
の
発
展
に
伴

つ
て
、
当
時
の
人
々
に
於
け
る
そ
の
類

の
文
学
作
品
の
需
要
が
増
し
、
そ
の
必
要
に
応
じ
て
起

こ
っ
た
現
象

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
だ
が
そ
の

一
方

で
、
こ
れ
ら

「艶
」
「情
」
「淫
」
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
は
、
為
政
者

に
よ

っ
て
、
害
悪
を
も
た
ら
す
も
の
と
見
な
さ
れ
、
屡
々
禁
殿
の
対
象
と
な

っ
て
き
た
。
勿
論
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
こ
の
類
の
作

品

の
需
要
が
多
く
、
ま
た
流
布
し
て
い
た
と
言
え
る
事
に
も
な
る
の
だ
が
。

明
末
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
小
説

『
晴
煬
帝
艶
史
』
は
、
晴
煬
帝
の
生
涯
を
扱

っ
た
作
品
で
あ
る
が
、
題
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、

晴
煬
帝
と
女
性
と
の
絡
み
が
多
数
描
か
れ
、
「
艶
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
と
し
て
実

に
相
応
し
い
作
品
と
言

え
る
。
但
し
そ
こ

に
描

か
れ
る

「艶
」

に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
そ
れ
は
単
な
る
男
女
間
の
肉
体
関
係
を
指
す
の
で
は
な
く
、
も

っ
と
広
い
意
味

で
の
男

女
関

係
を
指
し
、
そ
し
て
そ
の
間

に
存
在
す
る
、
素
直

で
生
き
生
き
と
し
た
感
情
の
発
露
を
言
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
「『
艶
』
と
は

↓
体
何
な
の
か
。」

こ
の
問
題
は
極
め
て
深
遠
で
壮
大
な
上
に
、
そ
の
意
味
は
千
変
万
化
し
、
実
に
曖
昧
模
糊
と
し
て

い
る
。
従

っ
て
我
々
と
し
て
は
、
目
前

の
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
着
実
に
究
明
し
て
い
く
事

に
よ
り
、
大
き
な
問
題
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け

て
ゆ
く
他
無

い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
前
に
挙
げ
た

『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
中
心
に
、
そ
し
て
同
時
代
の

「
艶
」
を
テ
ー
マ
と
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し
た
文
学
作
品
を
比
較
考
察
す
る
事
で
、
明
清

に
於
け
る

「艶
」
概
念
の
あ
り
様
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
晴
唐
を
扱

っ
た
文
学
作
品
と

『晴
煬
帝
艶
史
』

明
代
か
ら
清
代

に
か
け
て
、
唐
王
朝
を
興
す
、
所
謂
興
唐
故
事
を
扱

っ
た
小
説
が
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
書
名
を
挙
げ

る
と

『
唐
書
志
伝
』
『
晴
唐
両
朝
史
伝
』
『
大
唐
秦
王
詞
話
』
『
晴
史
遺
文
』
『
晴
唐
演
義
』
『説
唐
演
義
』

で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
作
品
間

に
は
極
め
て
深
い
関
係
が
存
在
す
る
。
小
松
謙
氏
は

『
中
国
歴
史
小
説
研
究
』

で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
唐
書
志
伝
』

の
系
統
は
、
史
書
の
体
裁

で
唐
の
歴
史
を
語
る
べ
く
、
そ
の
開
国

の
発
端
に
あ
た
る
李
淵
の
挙

兵
か
ら
物
語
を
始

め
る
。

こ
れ
は
…
…
「
按
史
」
「
按
鑑
」
を
称
す
る
明
代
歴
史
小
説
に
共
通
す
る
教
養
書
意
義
に
基
づ
く
製
作
態
度
と
言

っ
て
よ
か

ろ
う
。
…
…
そ
れ
に
対
し

『
晴
史
遺
文
』

の
系
統
に
は
史
書
の
形
式
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
あ
く
ま
で
面
白
い
話

を
提
供
し
よ
う
と

す
る
物
語
作
者
と
し
て
の
意
識
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
.

こ
の
意
識
の
差
は
、
小
説
作
者

・
出
版
者

の
意
識

の
変
化
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
受
容
者

の
側
に
も
あ
る
種
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
『
晴
史
遺
文
』
系
統
の

読
者
に
と

っ
て
は
、
歴
史
小
説
が
歴
史
的
知
識
を
得
る
た
め
の
教
養
書
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
必
要
は
も
は

や
な
く
な
り

つ
つ

あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

唐

王
朝
を
興
す
と

い
う
事
は
、
言
い
換
え
れ
ば
晴
王
朝
が
滅
亡
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
興
唐
故
事
を
語
る
上
で
、
晴
煬

帝
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
物

で
あ
り
、
晴
煬
帝
の
生
涯
を
扱

っ
た

『
晴
煬
帝
艶
史
』
は
、

こ
れ
ら
の
作
品
群

中
に
組
み
入
れ
ら

れ
る

べ
き
作
品

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
欧
陽
健
氏
の
論
文

「《
晴
唐
演
義
》

"綴
集
成
秩
"
考
」

で

『
晴
唐
演

義
』

が
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
と

『
晴
史
遺
文
』
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
更

に
作
者

の
独
創
を
付
け
加
え
て
成
立
し
た
作
品

で
あ
る
と
述

べ
ら

れ
て
お
り
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
『
晴
史
遺
文
』
と

『
晴
唐
演
義
』
と
の
襲
用
関
係
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
従

つ
て
少
な
く
と
も

『
階
煬

帝
艶
史
』

は

『晴
唐
演
義
』
と
深

い
関
係
を
持

つ
事
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ

で
は
果
た
し
て

『晴
煬
帝
艶
史
』

は
前

に
挙
げ
た

興
唐

故
事
を
扱

っ
た
歴
史
小
説
群
の
中
に
組
み
入
れ
て
も
良

い
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
唐
書
志
伝
』
以
下
六
作
品
、
及
び

『
晴
煬
帝
艶
史
』

の
成
立
時
期
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
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中
国
文
学
論
集

第
三
十
号

・
『
唐
書
志
伝
』

嘉
靖

三
十
二
年

(
一
五
五
三
)
楊
氏
清
江
堂
刊
本
。
首

に
嘉
靖
癸
丑
李
大
年
序
。

・
『
晴
唐
両
朝
史
伝
』

ー

萬
暦
四
十
七
年

二

六

一
九
)
金
閻
襲
紹
山
刊
本
。

・
『
大
唐
秦
王
詞
話
』

1

編
次
者
、
澹
圃
主
人
が
作
者
と
し
て
い
る
諸
聖
隣
は
万
暦
三
十
五
年

(
一
六
〇
七
)
の
進
士
で
あ
り
、

ま
た
第
五
十
八
回
の
首
に
引
く
詩

に
、
閏
三
月
の
事
が
詠
ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

万
暦
十
九
年

(
一

五
九

一
)
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
。

・
『
晴
煬
帝
艶
史
』

崇
禎
四
年

(
一
六
三

一
)
野
史
主
人
の
序
。

・
『
晴
史
遺
文
』

崇
禎
六
年

(
一
六
三
三
)
吉
衣
主
人
の
序
。

・
『
階
唐
演
義
』

四
雪
草
堂
刊
本
に
正
徳
三
年

(
一
五
〇
八
)
林
翰

の
序
、
次

に
康
煕
三
十
四
年

(
一
六
九
五
)
楮
人

獲

の
序
。
前
の
林
翰

の
序
は

『
晴
唐
両
朝
史
伝
』

の
も
の
と
ほ
ぽ
同
じ
で
、
成
立
は
お
そ
ら
く
後
者

の
序

の
年
号
に
拠
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

・

『
説
唐
演
義
』

乾
隆
元
年

二

七
三
六
)
如
蓮
居
士

の
序
が
、
乾
隆
四
十
八
年

二

七
八
三
)
の
観
文
書
屋
重
刊
本

の
巻
首
に
あ
る
。

よ

っ
て
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
は
序
が
書
か
れ
た
年
代
か
ら
す
れ
ば
、
『
晴
史
遺
文
』

と
ほ
ぼ
同
年
代
の
作
品
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は

『
晴

煬
帝
艶
史
』
『
晴
史
遺
文
』

の
両
作
品
が

『晴
唐
演
義
』
成
立
に
係
わ

っ
て
い
る
と
い
う
考
え
が
間
違

っ
て
い
な
い
事
を
示
し
て
い
る
。

す

な
わ
ち
、
①
興
唐
故
事
に
は
晴
煬
帝
故
事
は
欠
か
せ
な
い
事
、
②

『晴
煬
帝
艶
史
』
と

『
晴
唐
演
義
』
間
に
は
襲
用
を
含
む
密
接

な
関

係
が
あ
る
事
、
③

『
晴
煬
帝
艶
史
』

の
成
立
時
期
が
他
の
小
説
と
は
大
幅

に
外
れ
て
い
な
い
事
、
以
上
の
三
点
か
ら
考
え
る
と

『
晴
煬
帝
艶
史
』
は
、
こ
れ
ら
興
唐
故
事
を
扱

っ
た
作
品
の
中
に
組
み
入
れ
て
も
良
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

し

か
し
な
が
ら
そ
の
中
で

『晴
煬
帝
艶
史
』

の
立
場
は
微
妙

で
、
ま
た
そ
の
関
係
は
特
殊
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
興
唐
故
事

を
扱

っ
た
小
説
及
び

『
晴
煬
帝
艶
史
』
は
、
扱

っ
て
い
る
時
代
が
晴
時
代
か
ら
唐
時
代
の
最
初
辺
り
で
あ
る
点
は
共

通
し
て
い
る
。
但

し
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
と
し
て
い
る
も
の
は
些
か
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
に
挙
げ
た
小
松
氏

の
主
張
の
引
用
部
分
に
明
ら

か
に
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
『
唐
書
志
伝
』
『
階
唐
両
朝
史
伝
』
『
大
唐
秦
王
詞
話
』
の
三
書
は
、
歴
史
事
実
を
基
に
唐
高
祖
李
淵
及
び

唐
太
宗
李
世
民
の
、
正
に
興
唐
の
故
事
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て

『
晴
史
遺
文
』
『晴
唐
演
義
』
『
説
唐
演
義
』

の
方
は
、
歴
史
事
実
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を
基

に
し
な
が
ら
も
、
秦
叔
宝
、
尉
遅
週
徳
と
い
っ
た
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
歴
史
の
中

で
、
比
較
的
裏
方
的
存
在

の
人
物

に
焦
点
を

当
て

て
い
る
。
言
う
な
れ
ば

『
水
濡
伝
』
に
出
て
く
る
多
く
の
無
頼
漢
と
酷
似
す
る
役
回
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
『晴
煬
帝
艶
史
』
は
ど
う
な
の
か
。
冒
頭
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
主
役
は
あ
く
ま
で
も
晴
煬
帝
で
あ
り
、
重
点
は
宮
女

と
の
交
わ
り
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
晴
煬
帝
は
、
他
の
興
唐
故
事
を
扱

つ
た
小
説
中
で
は
、
僅
か
に

『
晴
唐
演
義
』
前
半

中
の

『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
襲
用
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
、
晴
煬
帝
を
中
心
と
し
て
第

一
人
称
的
に
扱

っ
て
い
る
箇
所
が
目
立

つ
程
度

で
あ

り
、
そ
の
殆
ど
は
主
人
公
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
主
人
公
に
対
す
る
敵
役

で
あ

っ
た
り
、
或
い
は

た
だ
単

に
歴
史
の

表
舞
台

の
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
だ
け
の
存
在
で
あ

っ
て
、
出
番
も
少
量
に
限
ら
れ
て
い
る
。
『
晴
唐
演
義
』

の

『
晴
煬
帝
艶
史
』

襲
用
箇
所
に
し
て
も
、
そ
の
割
合
は
作
品
全
体
か
ら
す
る
と
極
め
て
少
量
で
あ

っ
て
、
晴
煬
帝
の
扱
わ
れ
方
を
考
え

た
時

に
、
『
晴
煬

帝
艶
史
』
と
他
の
作
品
間
で
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

此
処
で
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
男
女
の
描
写
の
相
違

に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
晴
煬
帝
艶
史
』

は
、
宮
廷
及
び
そ

の
周
辺
を
舞
台
と
し
た
男
女
の
絡
み
が
多
く
、
従

つ
て
女
性
の
描
写
は
多
数
存
在
す
る
。
そ
し
て

『
晴
煬
帝
艶
史
』

「
凡
例
」
中
に
、

煬
帝
は
千
古
の
風
流
天
子
で
あ
り
、
そ
の

一
挙

一
動
は
、
全

て
耳
目
を
悦
楽
せ
し
め
、
艶
に
対
し
て
羨
望
を
抱

か
せ
る
。
故

に
此

の
作
品
に

『
艶
史
』
と
名
付
け
た
。

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
を
始
め
と
し
て
、
こ
の
作
品
が
殊
更

「
艶
」
を
意
識
し
て
描

い
て
い
る
事
が
、
序

や
本
文
か
ら
読
み
取
れ
る
の

で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し

『晴
唐
志
伝
』
等
六
作
品
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
女
性
の
描
写
は
少
な
く
重
要
度
も
低

い
。
確
か
に

『
晴

唐
演
義
』

に
関
し
て
は
、
前
半
部
は

『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
襲
用
し
た
と
さ
れ
る
宮
廷
で
の
男
女
描
写
が
あ

っ
た
り
、

或
い
は
後
半
部
に

於
い
て
則
天
武
后
や
楊
貴
妃
の
登
場
等
、
女
性
に
関
係
し
た
描
写
も
目
立
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
物
語
に
厚

み
を
増
す
為

の
い

わ
ば
副
次
的
な
要
素
に
過
ぎ
ず
、
作
品
の
目
指
す
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
秦
叔
宝
、
尉
遅
　
徳
等
の
活
躍
を
面
白
く
描
こ
う
と
す
る
態

度
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

『
唐
書
志
伝
』
『
晴
唐
両
朝
史
伝
』
『
大
唐
秦
王
詞
話
』
『晴
史
遺
文
』
『
晴
唐
演
義
』
『
説
唐
演
義
』
の
六
小
説
は
歴
史
に
基
づ
い
た
作

品

で
あ
る
こ
と
か
ら
歴
史
小
説
と
称
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
講
史
小
説
と
も
称
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
講
史
小
説
と
は
、
元
来
講
釈
師

の

語
り
物

を
も
と
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
明
代
そ
し
て
清
代
と
時
代
が
移
り
変
わ
る
と
共
に
、
次
第

に
講
釈
師
に
よ
る
語
り
物

明
清
の
歴
史
小
説
と

「
艶
」
の
概
念
に
つ
い
て
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第
三
十
号

の
性

格
は
失
わ
れ

て
い
っ
た
。
従

っ
て
明
清
時
代
に
於

い
て
は
、
「
講
史
小
説
」
と
い
う
言
葉
の
意
義
が
確
立
で
き

な
い
の
が
実
状
で

あ
る

の
だ
が
、
さ
て

『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
こ
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
晴
煬
帝
と
い
う
歴
史
上

の
人
物
を
扱

い
、
ま
た
運
河
開
墾

や
万

里
の
長
城

の
修
築
等
、
歴
史
事
実
が
多
数
収
め
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
歴
史
に
基
づ
い
た
作
品

で
あ
る
事
か
ら

「
歴
史
小
説
」
と
言

う
こ
と
は
可
能

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ

「
講
史
小
説
」
と
な
る
と
ど
う
な
の
か
。

い
ま
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
『晴
煬
帝
艶
史
』

は

『唐

書
志
伝
』
等
の
小
説
の
中
に
簡
単
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
要
因
の
ひ
と

つ
は
、
『
晴
煬

帝
艶
史
』

の
持

つ
い
わ
ば

「
艶
」

の
性
格

に
深
く
係
わ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
下
襲
用
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
『
晴
煬
帝
艶

史
』

と

『
晴
唐
演
義
』
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
両
作
品
の
持

つ
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

三
、
『晴
煬
帝
艶
史
』
と

『階
唐
演
義
』

『
晴
唐
演
義
』
序

で
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

昔
簿
庵
衰
先
生
、
曾
示
予
所
藏

『
逸
史
』
、
載
晴
煬
帝
朱
貴
児
、
唐
明
皇
楊
玉
環
再
世
因
縁
事
、
殊
新
異
可
喜
。
因
與
商
酌
、
編

入
本
傳
、
以
爲

一
部
之
始
終
關
目
.
合
之

『
遺
文
』
『
艶
史
』、
而
始
廣
其
事
。
極
之
窮
幽
倦
謹
、
而
已
尭
其
局
。
其
問
闘
略
者
補

之
、
零
星
者
剛
之
。
更
採
當
時
奇
趣
雅
韻
之
事
鮎
染
之
、
彙
成

一
集
、
頗
改
善
観
。

昔
、
籠
庵
衰
干
令
先
生
が
、
私
に
所
蔵

の

『
逸
史
』
を
見
せ
て
く
れ
た
。
其
処
に
は
晴
煬
帝
と
朱
貴
児
、
唐
明
皇
と
楊
玉
環
の
転

生

の
事
が
描
か
れ
て
お
り
、
極
め
て
斬
新

で
素
晴
ら
し
く
正
に
喜
び
に
値
す
る
も
の
で
あ

つ
た
.
よ

っ
て
共
に
吟
味
し
て
、
本
伝

に
挿
し
入
れ
、

↓
部
始
終
の
関
目
と
な
し
た
。
『
晴
史
遺
文
』
と

『
階
煬
帝
艶
史
』
を
綴
り
合
わ
せ
、
そ
の
話

は
始
ま
る
。
そ
し

て
究
極
に
は
幽
界
や
仙
界
の
故
事

に
及
び
、
そ
の
話
が
終
わ
る
。
そ
の
間
の
欠
落
し
て
い
る
所
は
補

つ
て
、
半
端
な
所
は
削
る
。

更

に
当
時

の
素
晴
ら
し
く
興
味
深

い
故
事
を
取
り
上
げ
て
付
け
加
え
、

一
つ
に
集
成
し
て
み
る
と
、
頗
る
今
ま

で
の
見
方
を
改
め

る
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち

『
晴
唐
演
義
』
は

『
晴
史
遺
文
』
と

『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
綴
り
合
わ
せ
、
そ
の
素
晴
ら
し
く
、
興
味
深
い
故
事
を
描
き
、
そ

し
て
新
た
な
物
語
を
創
作
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
.
此
の
様
な

『
晴
唐
演
義
』

に
於

い
て
、
『晴
煬
帝
艶
史
』

が
拘

つ
た

「艶
」
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は
如
何
な
る
受
容
が
為
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
晴
唐
演
義
』
は
前
半
部
と
後
半
部

に
大
き
く
分
か
れ
て
お
り
、
前
半
部
は
晴
煬
帝
時
代
、
そ
し
て
後
半
部
は
則
天
武
后
及
び
玄
宗

楊
貴
妃
時
代
が
背
景
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
特
に
見
て
ゆ
く
前
半
部
分
は
、
序
文
及
び
前

に
述
べ
た
欧
陽
健
氏
の
論

文
等
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
と
の
襲
用
関
係
が
あ
る
。
具
体
的
に
は

『晴
唐
演
義
』
中
の
十
七
回
の
箇
所
に
於
い
て
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』

と
の
関
係
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』

の
取
り
入
れ
方
は
、
比
較
的
割
合
が
少
な
く
、
そ
の
順
番
も
ま
ち
ま
ち
で
、
変
更

や
省
略
点
が
目
立

つ
な
ど
、
作
者
が
必
要
に
応
じ
て
任
意
に
取
捨
選
択
し
挿
し
挟

ん
で
い
る
。
具
体
的
な
襲
用
関
係

に
つ
い
て
は
、
欧

陽
健

氏
の
論
文

に
譲
る
と
し
て
、
『
晴
唐
演
義
』
が

『晴
煬
帝
艶
史
』

の
如
何
な
る
故
事
を
選
択
し
た
の
か
、
実
際

に
見
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず

『
晴
煬
帝
艶
史
』
に
於
い
て
、
如
何
な
る
部
分
が

『
晴
唐
演
義
』

に
引
か
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。
以
下
は

『
晴
煬
帝
艶

史
』

の
表
題

で
あ
る
。
ゴ
チ

ッ
ク
文
字

で
表
さ
れ
た
部
分
が

『晴
唐
演
義
』
に
引
か
れ
た
部
分

で
、
付
さ
れ
た
数
字

は
そ
の
回
数
で
あ

る
。

ま
た
、
「
艶
」
を
考
え
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の
出
来
な
い
、
男
女
関
係
を
描
写
し
た
箇
所

に
は
、
「◎
」
印
を

そ
れ
ぞ
れ
付
す
。

(表
①

)

『晴
煬
帝
艶
史
』

回
数
第

一
回

第

二
回

第

三
回

第

四
回

第

五
回

第

六
回

第

七
回

第

八
回

◎◎◎◎◎

階
文
帝
帯
酒
幸
宮
妃

飾
名
節
垂
孝
濁
孤

正
儲
位
謀
奪
太
子

不
獲
喪
楊
素
弄
権

黄
金
盒
賜
同
心

同
釣
魚
越
公
恣
志

選
美
女
楊
素
強
諌

逞
富
強
西
域
開
市

『
晴

唐

演

義

』

回
数

(
1

・
2

)

(
1

)

(
2

)

(
19

)

(
19

・
20

)

(
20

)

(
20

)

明
清

の
歴
史
小

説

と

「
艶

」

の
概
念

に

つ
い
て

◎◎◎◎

猫
孤
后
夢
龍
生
太
子

蓄
陰
謀
交
勧
楊
素

侍
寝
宮
調
戯
宣
華

三
正
位
阿
摩
登
極

仙
都
宮
重
召
人

捷
宮
人
煬
帝
生
唄

受
罎
民
王
義
潭
身

檀
兵
文
廟
北
賦
詩

『
晴

唐

演

義

』

回

数

(
1

)

(
2

)

(
19

)

(
19

)

(
19

・
20

)

(
20

)

(
27

)
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第
三
十
号

第

九
回

第

十
回

第
十

一
回

第
十

二
回

第
十
三
回

第
十
四
回

第

十
五
回

第
十
六
回

第

十
七
回

第
十
八
回

第
十
九
回

第

二
十
回

第

二
十

一
回

第

二
十
二
回

第

二
十

三
回

第

二
十
四
回

第

二
十
五
回

第

二
十
六
回

第

二
十
七
回

第

二
十
八
回

第

二
十
九
回

第

三
十
回

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

文
皇
死
報
好
雄

東
京
陳
百
戯

乏
龍
舟
煬
帝
揮
毫

會
花
陰
妥
娘
激
寵

捲
雲
傍
賛
路
風
流

煬
帝
讃
史
修
城

怨
春
偏
侯
夫
人
自
緯

明
霞
観
李

衰
寳
兜
賭
歌
博
新
寵

取
純
臣
奏
天
子
氣

麻
叔
謀
開
河

留
侯
廟
假
道

独
去
邪
入
深
穴

美
女
宮
中
春
試
馬

陶
榔
見
盗
小
見

司
馬
施
銅
刑
惧
俵

王
弘
議
選
殿
脚
女

虞
世
南
詔
題
詩

種
楊
柳
世
基
進
謀

木
鵡
開
河

静
夜
聞
謡

幸
迷
棲
何
稠
献
車

(
20

)

(
34

)

(
39

)

(
28

)

(
34

)

(
28

)

(
29

)

(
29

・
30

)

(
31

)

(
32

)

(
32

)

(
32

)

(
34

)

(
36

)

(
40

)

(
40

)

(
47

)

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

煬
帝
大
窮
土
木

北
海
起
三
山

清
夜
遊
薫
后
弄
寵

舞
後
庭
麗
華
索
詩

前
刀彩
爲
花
冬
富
貴

慶
見
極
君
魔
夢

失
佳
人
許
廷
輔
被
収

北
海
射
魚

晴
煬
帝
観
圖
思
奮
遊

瀟
懐
静
献
開
河
謀

大
金
仙
改
葬

中
牟
夫
遇
神

皇
甫
君
撃
大
鼠

好
人
林
内
夜
逢
魑

段
中
門
阻
諫
奏

催
王
賜
國
寳
愚
妊

寳
児
賜
司
迎
螢
花

王
令
言
知
不
返

圭
里
長
黛
絡
仙
得
寵

金
刀
斬
倭

清
宵
玩
月

賈
務
枝
二
仙
警
帝

(
27

)

(
27

)

(
34

)

(
39

)

(
28

)

(
34

)

(
29

)

(
29

)

(
30

)

(
31

)

(
32

)

(
32

)

(
32

)

(
34

)

(
36

)

(
40
)

(
40

)

(
47

)
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第

三
十

一
回

第

三
十

二
回

第

三
十
三
回

第

三
十
四
回

第

三
十
五
回

第

一二
十
六
回

第

三
十
七
回

第

三
十
八
回

第

三
十
九
回

第

四
十
回

◎◎◎◎◎◎

任
意
車
虜
女
試
春

丹
藥
留
春

王
義
病
中
引
諫

賜
光
綾
薫
后
生
妬

來
茜劉
兄
車
能
心恰
情

下
西
河
世
民
用
計

水
飾
娯
情

観
天
象
衰
充
進
言

宇
文
謀
君

軾
寝
宮
煬
帝
死

(
47
)

(
47

)

(
47

)

◎◎◎◎◎◎◎◎

鳥
銅
屏
美
人
照
艶

泳
盤
解
燥

雅
娘
花
下
被
檎

不
薦
寝
羅
羅
被
嘲

斐
玄
眞
宮
人
私
侍

賜
隻
果
緯
仙
献
詩

肇
形
失
語

陳
治
齪
王
義
死
節

貴
免
罵
賊

嶢
迷
棲
繁
華
終

(
47

)

(
50

)

(
46

)

(
47

)

(
48

)

ま
た
、
こ
の
表
と
対
応
さ
せ
て
、
次
に

『
晴
唐
演
義
』
中
に
見
え
る

『
晴
煬
帝
艶
史
』
に
描
か
れ
た
故
事

に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
以

下
に
挙
げ
る
。
(

)
内

に
は

『階
煬
帝
艶
史
』
に
於

い
て
第
何
回
に
描
か
れ
て
い
る
故
事
な
の
か
を
示
し
、
前
と
同
様
、
男
女
関
係

が
描
写
さ
れ
て
い
る
故
事
に
は
各
々

「◎
」
印
を
付
す
。
(表
②

)

一
41

一

『晴
唐
演
義
』

回
数
第

一
回

第

二
回

第
十
九
回

独
孤
后
の
性
癖

賢
人
を
装
う
煬
帝

皇
太
子
廃
立
の
企
て

◎

独
孤
后
と
尉
遅
　
妃

◎

宣
華
夫
人

へ
の
求
愛

『
晴

煬
帝
艶

史
』

回
数

(
1

)

(
2

)

(
2

)

(
1

)

(
3

)

・

煬
帝
誕
生

・

皇
太
子
廃
立

・

文
帝
崩
御

『
晴

煬
帝
艶

史
』

回
数

(
1

)

(
3

)

(
4

)

明
清

の
歴
史

小

説
と

「
艶
」

の
概

念

に

つ
い

て



第

二
十
回
中
国
文
学
論
集

第
三
十
号

第
二
十
七
回

第
二
十
九
回

第
三
十
回

第

三
十

一
回

第

三
十
二
回

第

三
十
三
回

第

三
十
四
回

第

三
十

五
回

第

二
一十
⊥ハ
回

第

三
十
八
回

第

三
十
九
回

■◎●●◎◎◎◎◎◎◎◎■●◎◎◎●◎◎

同
心
結
の
贈
答

薫
后
の
嫉
妬

楊
素
と
の
魚
釣

楊
素
の
死

顕
仁
宮
と
西
苑
の
造
営

王
義
の
献
上

秦
夫
人
の
も
て
な
し

侯
夫
人
の
自
殺

衰
紫
姻
の
天
象
観
察

「
解
生
」
鯉
の
そ
の
後

衰
宝
児

宮
女
達
の
歌
比
べ

楊
州
図

薛
冶
児
の
剣
舞

運
河
着
工

麻
叔
謀
の
子
供
誘
拐

妥
娘
と
桃
花

望
江
南
八
首

清
夜
の
宴

運
河
の
完
成

伝
脚
女
の
選
定

陳
後
主
と
張
麗
華
夫
人

(
5

)

(
5

)

(
6

)

(
9

)

(
10

)

(
7

)

(
13

)

(
15

)

(
16

)

(
17

)

(
17

)

(
17

)

(
18

)

(
18

〉

(
23

)

(
12

)

(
Ⅱ

)

(
11

)

(
25

)

(
29

)

(
12

)

・

煬
帝
即
位

◎

宣
華
夫
人
の
死

・

「
解
生
」
の
鯉

◎◎●

十
六
院
夫
人
の
選
出

御
女
車
の
制
作

王
義
の
献
上
品

◎

玉
李
と
楊
梅

・

盗
賊
討
伐
と
李
淵

◎

木
蘭
の
花
見

■●◎◎◎◎

狭
去
邪
と
皇
甫
君

唯
陽
住
人
の
賄
賂

煬
帝
の
奇
病

『
清
夜
游
』
曲
作
成

薛
冶
児
の
乗
馬

虞
世
南
と
詔
書

(
4
)

(
6
)

(
6

)

(
10

)

(
13

)

(
13

)

(
16

)

(
17

)

(
17

)

(
21

)

(
22

)

(
Ⅱ

)

(
22

)

(
26

)
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第
四
十
回

第
四
十
六
回

第
四
十
七
回

◎◎●●●◎

第
四
十
八
回

◎

第
五
十
回

江
都

へ
の
出
発

呉
経
仙

李
密
の
反
乱

迷
楼
宮
の
造
営

宇
文
化
及
の
反
乱

独
孤
盛
、
開
遠
の
奮
闘

薫
后
と
の
別
れ

宮
女
達
の
そ
の
後

宇
文
化
及
の
死

(
27

)

(
27

)

(
35

)

(
50

)

(
39

)

(
39

)

(
39

)

(
40

)

(
40

)

●◎◎◎◎●

楊
柳
の
植
樹

麻
叔
謀
の
処
刑

李
淵
の
挙
兵

二
十
四
橋
の
宴

煬
帝
の
落
胆

朱
貴
児
の
絶
叫

煬
帝
の
最
期

(
27

)

(
28

)

(
35

)

(
29

)

(
37

)

(
39

)

(
40

)

以
上

二
つ
の
表
か
ら
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
と

『
晴
唐
演
義
』

の
二
作
品
の
性
格
を
幾

つ
か
の
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

▼

『晴
煬
帝
艶
史
』

の
記
述

で

『
晴
唐
演
義
』
中
に
引
か
れ
て
い
な
い
部
分

表
①
を
見
る
と

『
晴
煬
帝
艶
史
』

の
殆
ど
の
箇
所
が
、
『
晴
唐
演
義
』
に
引
か
れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。
勿
論

こ
れ
は
対
聯
式
に
付

さ
れ

た
題
目
を
調
査
し
た
範
囲
の
話
で
あ
り
、
細
か
い
故
事
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
で
調
査
す
れ
ば
、
他
に
も
引
か
れ
て
い
な
い
部
分
は
存
在

す
る

で
あ
ろ
う
が
、
今
回
の
研
究

で
は
紙
幅

の
関
係
も
あ
り
、
そ
の
存
在
の
確
認
だ
け
に
止
め
る
。
男
女
描
写
と
の
関
係
も
あ
ま
り
拘

り
は
感
じ
ら
れ
ず
、
作
者

の
都
合

の
良
い
よ
う
に
引
用
し
て
い
つ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

で
は
逆

に
引
用
さ
れ
て
い
な

い
部
分

に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
表
①

か
ら
判
別
す
る
に
、
「
葡
北

へ
の
行
幸
」
「
運
河
開
墾
」

「迷
楼

宮
」
の
大
き
く
分
け
て
三
部
分
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
理
由
を
考
え
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
「
葡
北

へ
の
行
幸
」
…
…

晴
煬
帝
の
話
で
は
あ
る
が
、
話
自
体
が
面
白
味
に
欠
け
る
。

・
「
運
河
開
馨
」

直
接
階
煬
帝
が
絡
ま
な
い
部
分
な
の
で
、
全
て
を
選
択
す
る
必
要
性
が
な
い
。

・
「
迷
楼
宮
」

男
女
描
写
に
偏
重
し
過
ぎ
で
、
全

て
を
取
り
上
げ
る
と
主
役

の
秦
叔
宝
側
の
話
が
進
ま
な
い
ば
か
り

か
、
作
品
の
雰
囲
気
を
変
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

一43「

明
清

の
歴
史

小
説

と

「
艶
」

の
概

念

に

つ
い

て
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今
は
ま
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
理
由
が
微
妙
に
絡
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

▼

『
階
唐
演
義
』

に
引
用
さ
れ
た
故
事

表
②
を
み
る
と
、
量
に
し
て
み
れ
ば

『
晴
唐
演
義
』
に
占
め
る
割
合
こ
そ
低

い
が
、
数
だ
け
を
考
え
る
と
実
に
多
く
の
故
事
が
引
か

れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
の
約
半
数
は
男
女
描
写
の
係
わ

っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
類
の
故
事
を
敬
遠
し

て
い
た
と
は
言

い
難

い
。
但
し
、
『
晴
唐
演
義
』

に
引
か
れ
る
過
程
で
、
改
変
さ
れ
て
部
分
的

に
省
か
れ
て
い

つ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
特

に
顕
著

な
の
は

『
階
唐
演
義
』
第

二
十
七
回
と
第
四
十
七
回
で
あ
り
、
表
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一
回
の
中
に
実
に
多
く
の
故
事
を
詰

め
込

ん
で
お
り
、
そ
の
結
果
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

も

う
ひ
と

つ
は
故
事

の
引
き
方
に
つ
い
て
。
表
②

の

『
晴
唐
演
義
』
の
回
数
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
比
較
的
集
中
し
て
配
置
さ

れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
作
者
が
秦
叔
宝
側
と
晴
煬
帝
側
と
を
、
続
け
て
読
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
事
が
分

か
る
の
で
あ
る
。

▼
歴
史
事
実
に
つ
い
て

表

に
は
直
接
示
し
て
は
い
な
い
が
、
『
資
治
通
鑑
』
『
晴
書
』
等
に
載

っ
て
い
る
所
謂
史
実
と
さ
れ
る
も
の
は
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
『
晴

唐
演
義
』

の
両
方
に
殆
ど
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
此
の
二
作
品
は
共
に
歴
史
に
基
づ
い
た

「
歴
史
小
説
」
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
証
明
と
も
な
る
の
だ
が
、
此
処
に
ひ
と

つ
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
階
煬
帝
艶
史
』

に
於
け
る
、
高
句
麗
遠
征

の
扱

い
に

つ
い
て
で
あ
る
。

つ
ま
り

『
晴
唐
演
義
』

に
は
扱

い
が
あ
る
が
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
に
は
高
句
麗

へ
恭
順
を
促
す
詔
書
は
贈
る
も

の
の
、
そ
れ
以
上
の
遠
征

に
関
す
る
描
写
は
無
い
に
等
し
い
。
『
晴
煬
帝
艶
史
』
「凡
例
」
中
に
、

煬
帝

に
関
し
て
は
華
や
か
で
佳
麗
な
故
事
が
非
常

に
多
く
、
風
流
で
雅
な
情
愛
は
全
て
採
り
上
げ
て
い
る
。
三
度
遼
東
に
行
幸
し

た
事
、
扮
陽
で
避
暑
し
た
事
等
は
、
平
凡
で
面
白
味

に
欠
け
る
の
で
、
省
略
し
載
せ
て
い
な

い
。

と
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
面
白
味
が
無
い
と
い
う
理
由
で
省
か
れ
た
と
い
う
の
も
確
か
に
理
解

で
き
な
く
も
な

い
。
た
だ
運
河
開

墾

に
匹
敵
す
る
晴
煬
帝
の
業
績

(結
果
失
敗
に
終
わ
る
が
)
で
あ
る
高
句
麗
遠
征
の
故
事
を
、
果
た
し
て
面
白
味
に
欠
け
る
と
見
な
す

事
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
勿
論
今
ま
で
再
三
述

べ
て
来
た
よ
う
に
、
『晴
煬
帝
艶
史
』
の

「
艶
」
に
対
す
る
拘
り
か
ら
来
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
晴
煬
帝

「艶
」
史
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
高
句
麗
遠
征
は
、
や
は
り
物
語
と
し
て
の
面
白
味
に
欠
け
る
の
で
あ
る
。
高
句
麗
遠
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征
に
宮
女
を
絡
ま
せ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
し
、
晴
王
朝
及
び
晴
煬
帝

の
失
墜
は
、
豪
奢
や
女
色
か
ら
始
ま
る
の
が
此
の
作
品
に
は
相

応
し

い
の
で
あ
る
。
し
か
し

『
晴
唐
演
義
』

で
は
流
石
に
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
『晴
史
遺
文
』

か
ら
引
か
れ

て
い
る
事
も
あ

っ

て
、

し

っ
か
り
描
写
さ
れ
て
い
る
。

以

上
の
事
か
ら
、
『
階
唐
演
義
』

の
作
者
が

『
晴
煬
帝
艶
史
』
所
収
の
故
事
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た

か
推
測
で
き
る
。

つ
ま
り

『
晴
唐
演
義
』
の
作
者
は
、
ま
ず
は
次
に
挙
げ
る
四
点
の
意
識
を
持

っ
て
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
襲
用
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①

歴
史
事
実
に
則
す
則
さ
な
い
と
い
う
事

に
は
拘
ら
な
い

②

男
女
描
写
が
為
さ
れ
て
い
る
も
の
も
積
極
的
に
取
り
込
む

③

晴
煬
帝
に
関
し
て
は
、
な
る
べ
く
男
女
描
写
を
反
映
さ
せ
る

④

「艶
」

へ
の
過
度
の
偏
重
は
避
け
る

此

の
事
か
ら
、
『
晴
唐
演
義
』

の
作
者
は
秦
叔
宝
等
の
活
躍
の
故
事
を
描
く
上
で
、

一
種
の
ス
パ
イ
ス
の
様
な
形

で
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』

所
収

の
故
事
を
挿
し
挟
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
秦
叔
宝
側
の
話
が
続
く
と
、
所
謂
男
性
だ
け
の
武
侠
物

に
偏
り

が
ち
に
な
る
。
そ

れ
で
は
物
語
全
体
が
偏
頗
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
が
ち
で
、
面
白
み
に
欠
け
る
と
判
断
し
、
そ
こ
で
宮
女
達
の
登
場
す

る
晴
煬
帝
周
辺
の

故
事
を
挿
し
挟
む
こ
と
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
和
ま
せ
、
作
品
全
体
の
単
調
さ
を
取
り
除
こ
う
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
代
そ
し
て
清
代

へ
と
時
代
が
移

っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
庶
民
文
化
が
発
展
し
て
い
く
事

で
、
文
学
作
品
は
、
創
造
す
る
側
も
、
そ
し

て
そ
れ
を
需
要
す
る
側
も
、

一
般
大
衆
が
主
役
と
な

つ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
講
史
小
説
も
そ
の
需
要
に
応
え
る
べ
く

必
然
的
に
変
容
し
て
い
っ
た
。
『
晴
唐
演
義
』
は
そ
ん
な
時
代
が
創
り
上
げ
た
、
講
史
小
説
の
中

の
ひ
と

つ
の
発
展
形
態
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
本
来

「史
」
を

「
講
」
じ
る
は
ず
の
講
史
小
説
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
男
女
描
写
を
挿
し
挟
み
、
「艶
」
を
匂

わ
せ
る
こ
と
で
、

更
な

る
面
白
味
を
加
え
る
。
『
晴
唐
演
義
』
は
そ
の
様
な
変
容
を
遂
げ
た
作
品

で
あ
る
が
、

そ
の
変
容
こ
そ
が
、
明
清

に
於
け
る
時
代

の
流

れ
の
中

で
、
読
者
が
求
め
て
い

っ
た
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一45一

四
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
成
立
時
に
於
け
る

「
艶
」
の
意
識

明
清

の
歴
史

小
説

と

「
艶

」

の
概
念

に

つ
い
て
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上
節

で
述
べ
た
様

に
、
「艶
」
は
明
清
時
代
の
読
者
、
す
な
わ
ち

一
般
大
衆
が
求
め
て
い
た
通
念
の
ひ
と

つ
と
考

え
ら
れ
る
。

で
は
、

当
時

「艶
」
は
如
何
な
る
受
け
止
め
方
が
為
さ
れ

て
い
た
の
か
、
以
下
に
考
え
て
み
た
い
。

前
述

の
如
く

『晴
煬
帝
艶
史
』
は
序

の
崇
禎
四
年

(
一
六
三

一
)
の
年
号
か
ら
、
明
代
末
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
は

『
金
瓶

梅
』
『
西
廂
記
』
等
を
筆
頭
に
、
「艶
」
や

「
情
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
文
学
作
品
が
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

で
は
果
た
し
て
そ

れ
ら

の
作
品
は

「艶
」
や

「
情
」
に
如
何
な
る
意
義
を
持
た
せ
た
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に

「艶
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

明
代
及
び
清
代

に
於
い
て
、
為
政
者

に
よ

っ
て
禁
忌
対
象
に
指
定
さ
れ
た
文
学
作
品
を
見
て
ゆ
く
と
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
始
め
と

し
て
、
「艶
」
そ
の
も
の
を
題
名

に
使

っ
た
作
品
が
存
在
す
る
事
に
気
付
く
。

い
ま
具
体
的

に
そ
れ
ら
の
作
品
を
見

て
み
た
い
。

『
桃

花
艶
史
』
は
六
巻
十
二
回
。
作
者
及
び
成
立
年
代
は
不
詳
で
あ
る
。
但
し
道
光
年
間

に
禁
殿

の
対
象
に
な

っ
て
い
る
事
か
ら
、

そ
れ
以
前
す
な
わ
ち
清
代
中
期
以
前
の
作
で
あ
る
。
内
容
は
、
時
代
は
唐
朝
の
蘇
州
人
、
康
建
と
い
う
人
物
が
、
蜻

蜻
山
の
桃
樹
を
持

ち
帰
り
大
切
に
育
て
、
そ
の
樹

の
精
霊
が
康
建
と
そ
の
娘
の
金
桃
児
を
助
け
る
話
で
あ
る
。
た
だ
、
康
建

の
桃
園
で
は
、
破
落
戸

の
白

守
義
、
そ
し
て
妻
の
劉
氏
、
侍
女
の
春
梅
、
秋
月
、
妾

の
胡
子
ら
と
荒
淫

の
限
り
を
尽
く
す
。
最
後

に
は
白
守
義
は
自
ら
の
智
で
処
刑

さ
れ
、
金
桃
児
は
相
思
相
愛

の
仲
で
あ
る
李
輝
枝
と
共
に
山
に
こ
も
り
、
幸
福
な
生
活
を
送
る
。
こ
の
話
の
中
心
は
、
白
守
義
と
そ
の

周
辺

の
人
物
と
の
淫
行

で
、
実
に
生

々
し
く
狸
褻
な
印
象
を
受
け
る
。

『
巫
山
艶
史
』
は
四
巻
十
六
回
。
作
者
は
不
詳

で
、
成
立
年
代
は
今
現
在
残

つ
て
い
る
囎
花
軒
刊
本

の
囎
花
軒
か
ら
判
断
す
る
に
、

清
初
康
煕
年
間
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
、
時
代
は
北
宋
末
の
蘇
州
人
、
李
芳
と
い
う
人
物
が
、
広
陽
道
人
と
出
会

い
、
丹
薬

↓

粒
と
錦
嚢
三
袋
を
貰

い
、
錦
嚢

の
効
能
で
危
難
を
避
け
な
が
ら
、
多
く
の
女
性
と
出
会

い
妻
に
し
て
ゆ
く
話

で
あ
る
。

此
の
李
芳
が
次

々

と
多
く
の
女
性
を
相
手
に
し
て
ゆ
く
と
い
う
内
容
か
ら
、
男
女
関
係
を
数
多
く
描
写
し
、
し
か
も
肉
体
関
係

に
及
ぶ
事
も
多
い
。
全
体

的
に
は
狸
褻
な
イ
メ
ー
ジ
が
拭
え
な
い
作
品
と
言
え
よ
う
。

『
妖

狐
艶
史
』
は

一
巻
十

二
回
。
作
者
は
扉

に

「
松
竹
軒
編
」
と
署
さ
れ

て
い
る
も

の
の
、
不
詳

で
あ
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は

不
詳

で
あ
る
が
、
『
桃
花
艶
史
』
と
同
様
清

の
道
光
年
間
に
禁
殿
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容

は
宋
代
の
江
西
青
峰
嶺
に
二
匹
の
妖
狐
が
居
り
、
美
女
に
化
け
て
春
明
媚
と
い
う
男
性
と
深
い
仲
と
な
る
。

そ
の
後
春
明
媚
は
月

素
仙

子
と
い
う
狐

の
仙
人
に
、
前
世

で
助
け
て
貰

つ
た
お
礼
に
と
、
様
々
な
恩
返
し
を
受
け
る
話
で
あ
る
。
此
の
作
品
に
関
し
て
は
、
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春
明
媚
と
美
女
に
化
け
た
二
匹
の
妖
狐

の
関
係
な
ど
、
や
は
り
男
女
関
係
、
そ
れ
も
肉
体
関
係
ま
で
描
写
し
た
部
分
が
存
在
し
て
い
る
。

従

っ
て
全
体
的
に
狼
褻
な
印
象
は
拭
え
な
い
。

『
飛
花
艶
想
』
は

一
巻
十
八
回
。
作
者
は
樵
雲
山
人
で
、
山
西
太
原
の
劉
璋
の
号
で
あ
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
樵
雲
山
人

の
序

に

「
己
酉
」

の
年
号
が
あ
り
、
こ
れ
は
康
煕
六
年
も
し
く
は
雍
正
七
年
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
明
嘉
靖
年
間

の
漸
江

人
の
柳
友
梅
と
、
杭
州
府
雪
太
守
の
娘
の
雪
瑞
雲
及
び
彼
女
の
従
姉
妹

の
梅
如
玉
の
二
佳
人
と
の
話

で
、
柳
友
梅
と

二
佳
人
は
柳
友
梅

の
詠

ん
だ
詩
を
通
じ
て
知
り
合
い
、
共
に
惹
か
れ
て
ゆ
く
が
、
劉
有
美
な
る
悪
役
に
様
々
な
妨
害
を
受
け
て
し
ま
う
。
結
局

二
佳
人
は

柳
友
梅
と

一
緒
に
な
り
、
後
に
嬰

っ
た
三
人
の
夫
人
を
含
め
幸
せ
な
日
々
を
送
る
。

こ
の
作
品
は
前

の
三
作
品
と
は
違
い
、
男
女
関
係

の
描
写
は
あ
る
も
の
の
、
極
め
て
純
粋
で
肉
体
関
係
を
想
像
さ
せ
る
部
分
は
存
在
し
な
い
と
言

っ
て
良
い
。
所
謂

「
才
子
佳
人
小
説
」

と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
性
質
は
前
の
三
作
品
と
は
か
な
り
の
部
分

で
異
な
る
と
言
え
よ
う
。

以
上

「艶
」
を
題
名

に
含
む
四
作
品
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
成
立
年
代
を
考
え
る
と
、
余
り
大
き
な
差
は
な
く
、

ほ
ぽ
同
じ
時
代
背
景
下
に
創
作
さ
れ
た
作
品
と
言
え
る
。

そ
し
て
ま
ず

『
桃
花
艶
史
』
『
巫
山
艶
史
』
『
妖
狐
艶
史
』

の
三
作
品
に
於

い
て
、
「
艶
」

の
示
唆
す
る
も
の
は
同
様
で
あ
る
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
男
女
関
係
で
あ
り
、
し
か
も
肉
体
関
係
ま

で
及
ぶ
狼
褻
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
全

て

「
～
艶
史
」
と

言
う
題
名

で
あ
る
事
か
ら
、
成
立
に
関
し
三
作
品
間
に
於
い
て
深
い
関
係
が
あ

っ
た
と
も
考
え
得
る
。
そ
れ
に
対
し

『
飛
花
艶
想
』

の

「艶
」

は
、
男
女
関
係
を
指
す
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
決
し
て
肉
体
関
係

で
は
な
く
、
狸
褻
さ
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
は
な

い
。

従

っ
て
前
の
三
作
品
と
の
違
い
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

翻

っ
て

『晴
煬
帝
艶
史
』

に
於
い
て
は
ど
う
な
の
か
。
筆
者

の
こ
れ
ま

で
の
研
究
か
ら
得
た
考
え
は
、
単
な
る
肉
体
関
係
を
指
し
示

す
も

の
で
は
な
い
と
い
う
事

で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『晴
煬
帝
艶
史
』
に
は
肉
体
関
係
を
描
写
し
た
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
部
分

的
な
も
の
で
あ
り
、
終
始
狸
褻
な
印
象
を
持
た
せ
る
作
品
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
従

っ
て
同
じ

「～
艶
史
」
と

い
う
題
名
を
使

っ

て
は

い
る
も
の
の
、
『
桃
花
艶
史
』
『
巫
山
艶
史
』
『
妖
狐
艶
史
』
中

の

「
艶
」
と
は
明
ら
か
な
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
『晴
煬
帝
艶
史
』

は
作
品

の
長
さ
も
長
く
、
描
写
も
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
面
白
味
も
格
段
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
事
か
ら

『
桃
花
艶
史
』
『
巫

山
艶

史
』
『妖
狐
艶
史
』
は
質
量
共
に
、
文
学
作
品
と
し
て
の
完
成
度
と
い
う
点
に
於
い
て

『晴
煬
帝
艶
史
』
に
遠

く
及
ば
な
い
の
で

明
清

の
歴

史
小
説

と

「
艶
」

の
概

念

に

つ
い

て
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あ

る

。

五

、

ま

と

め

此
処
ま
で

『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
中
心
に
、
部
分
的
な
調
査

で
は
あ
る
が
、
明
清
時
代

の
文
学
作
品
に
於
け
る

「艶
」

に
つ
い
て
考
え

て
き

た
。
『
階
煬
帝
艶
史
』

の

「
艶
」
描
写
は
、
『
階
唐
演
義
』

の
中
で
所
謂
武
侠
物
に
偏
重
し
が
ち
な
話
の
流
れ

の
中
で
、
い
わ
ば
ス

パ
イ

ス
の
役
割
を
果
た
し
、
物
語
が
単
調
に
な
る
の
を
避
け
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
ス
パ
イ
ス
こ
そ
、
大
衆
化
し
た
明
清
時
代
の
文
学

に
於

い
て
、
読
者
、
そ
し
て
作
者
の
求
め
に
応
じ
て
発
展
し
て
い
つ
た
社
会
通
念
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
『
晴
唐
演
義
』
の
ス
パ
イ
ス
の
振
り
分
け
は
、
そ
の
振
り
分
け
る
場
所
、
量
と
も
に
絶
妙
と
言
え
、
そ
の
結
果
、

歴
史
小
説

の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

一
方
で
面
白
い
話
を
提
供
し
、
更
に
宮
廷
で
の
男
女
描
写
を
組
み
込
ん
で
、
話

に
変
化
を
付
け

て
い
る
。
筆
者
は
今
ま
で
の
研
究
過
程
に
於

い
て
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
完
成
度
の
高

い
作
品
と
見
な
し
、
そ
の
地
位
を

『
金
瓶
梅
』

と
同
等
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
そ
れ
に
近

い
レ
ベ
ル
ま

で
引
き
上
げ
得
る
事
を
主
張
し
て
き
た
。

そ
し
て
今

回
、
『
晴
唐
演
義
』

と
の
兼
ね
合

い
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
『
階
唐
演
義
』
が
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
と
は
ま
た
違

っ
た
形
で
の
、
極
め
て
文
学
的
価
値
の
高

い

作
品

で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。
確
か
に

『
晴
唐
演
義
』
は
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
始
め
先
行
作
品
の
襲
用
箇
所
が
多

い
の
も
事
実
だ
が
、

そ
れ
を
完
成
度

の
高
い
作
品
に
纏
め
上
げ
た
業
績
は
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ

て
最
後
に

『晴
煬
帝
艶
史
』
は
、
如
何
な
る
性
格

の
作
品
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
『
晴
煬
帝
艶
史
』

は
、

文
字
通
り
晴
煬
帝

と
い
う
実
在

の
皇
帝
に
取
材
し
た
作
品

で
あ
る
。
ま
た

『
階
唐
演
義
』

へ
の
襲
用
な
ど
、
興
唐
故
事
を
扱

っ
た
歴
史
小
説
と
の
関
係
も

深

い
。
従

つ
て
こ
の
観
点
か
ら
は
歴
史
小
説
と
言
う
事
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う

に

『晴
煬
帝
艶
史
』

は
、

「艶
」
に
限
り
な
く
拘

っ
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
男
女
間
に
於
け
る
素
直
な
感
情

の
発
露
を
、
生
き
生
き

と
描
写
す
る
事
に
あ
り
、
興
唐
故
事
を
扱

っ
た
歴
史
小
説
と
は
性
格

の
異
な

つ
た
作
品
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』

は

「艶
」

に
拘

っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
は
肉
体
関
係
を
描
写
す
る
だ
け
の
、
単
な
る
狸
褻
な
作
品
に
は
止
ま

っ
て
い
な
い
。
前

に
挙

げ
た
、
題
名
に

「艶
」
を
使

っ
た
作
品
の
中
で
、
特
に

『
桃
花
艶
史
』
『
巫
山
艶
史
』
『
妖
狐
艶
史
』
と
は
、
同
じ

「～
艶
史
」
の
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名
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
は
異
な

っ
て
い
る
し
、
文
学
的
価
値
も
明
ら
か
に
優
る
の
で
あ
る
。

此

の
様
な

『晴
煬
帝
艶
史
』
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
鍵
と
な
る
の
が

『
金
瓶
梅
』
の
存
在

で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、

『
金
瓶

梅
』
の
第

一
回
か
ら
第
六
回
ま
で
の
部
分
は
、
『
水
群
伝
』
を
も
と
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

『
水
濡
伝
』

は
、
全
て
が
歴
史

事
実

で
は
な
い
も
の
の
、
歴
史
に
基
づ
い
た
作
品
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従

っ
て
、
そ
の

『
水
濤
伝
』
を
も
と
に
し
た
と
い

う
事

は
、
少
な
か
ら
ず
歴
史
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
多
数
の
男
女
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
単
な
る
狽
褻
な
作
品
と

は
言

い
難
い
。
例
え
ば
魯
迅

『
中
国
小
説
史
略
』
第
十
九
篇

「
明
の
人
情
小
説

(上
)」

の

『金
瓶
梅
』
解
説
部
分

に
は
次

の
よ
う
に

述

べ
る
。
作
者

の
世
情
に
対
す
る
洞
察
は
、
ま
こ
と
に
犀
利
を
究
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
お
よ
そ
そ
の
表
現
は
、
或
い
は
の
び
の
び
と
明

確
に
し
、
或

い
は
曲
折
に
富
み
、
或
い
は
ま
ざ
ま
ざ
と
目
に
見
え
る
よ
う
に
克
明
な
絵
に
し
、
あ
る
い
は
ぼ
か
し
て
機
笑
を
込
め
、

或
い
は
同
時
に
両
面
を
描
い
て
対
照
の
妙
を
為
し
て
い
る
の
で
、
変
化
し
て
や
ま
ぬ
実
情
が
至
る
所
で
明
ら
か
に
な

つ
て
い
る
。

-
…
此
の
書
が
も

っ
ぱ
ら
市
井

の
淫
乱
な
男
や
女
を
描
く
た
め
に
書
か
れ
た
と
す
る
説
は
、
本
文
の
実
際
と
全

く
符
合
し
な
い
。

す
な
わ
ち
、
歴
史

に
基
づ
い
た
舞
台
設
定
、
そ
し
て
単
な
る
狼
褻
に
は
止
ま
ら
な
い
男
女
描
写
と
い
う
点
に
於

い
て
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』

は

『
金
瓶
梅
』
と
同
じ
性
格
を
持

っ
て
い
る
と
言
え
る
。
確
か
に
、
『
金
瓶
梅
』

の
主
人
公
西
門
慶
は
、
晴
煬
帝
す

な
わ
ち
皇
帝
と
は

か
け
離
れ
た
立
場

の
人
物
で
あ
り
、
ま
た

『
金
瓶
梅
』

の
価
値
の
ひ
と
つ
で
あ
る
当
時
の
日
常
描
写
の
充
実
振
り
は
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』

に
は
欠
け
て
い
る
な
ど
、
異
な
る
点
も
存
在
す
る
。
た
だ
こ
れ
ま

で
の
考
察
か
ら
、
『
金
瓶
梅
』
が
後

の

『紅
楼
夢
』

に
影
響
を
与
え

た
、

そ
の
所
謂

「人
情
小
説
」
と
い
う
流
れ
の
中
に
、
『晴
煬
帝
艶
史
』
は
組
み
入
れ
ら
れ
る
べ
き
作
品
だ
と
筆
者
は
考

え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で

『
晴
煬
帝
艶
史
』
は
、
比
較
的
注
目
を
浴
び
る
こ
と
の
無

い
作
品
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
作
品
の
完
成
度

の
低
さ
も
あ

っ
た

だ
ろ
う
が
、
今
回
の
考
察

で
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』

の
持

つ
微
妙
で
曖
昧
な
性
格
か
ら
、
敬
遠
さ
れ
て
き
た
と

い
う
理
由
か
ら
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
或
い
は
、
「～
艶
史
」
と
い
う
書
名
が
、
前

に
挙
げ
た

『
桃
花
艶
史
』
等
の
作
品

の
如
く
、
単

な
る
狽
褻
な
作
品
と
見
な
さ
れ
続
け
て
き
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
『
晴
煬
帝
艶
史
』
を
人
情
小
説

の
中
に
組
み

入
れ

て
、
焦
点
を
あ
て
て
考
察
す
る
事
は
、
明
清
時
代
の
人
情
小
説
を
始
め
と
し
た

「艶
」

や

「情
」
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
の
分

析

に
、
極
め
て
有
効
か

つ
有
益
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

『
金
瓶
梅
』
と
の
関
係
を
含
め
た
、
人
情
小
説
と
し
て
の

『晴
煬
帝

明
清

の
歴

史
小

説

と

「
艶

」

の
概
念

に

つ
い
て
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の
更
な
る
考
察

に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
事

に
し
た
い
。

注

『
晴

煬
帝

艶
史

』

の
作

品
及

び

そ

の
成

立

に

つ
い
て
は
、

拙
稿

「
『
晴
煬

帝
艶

史
』

に
於

け

る

『
晴
遺

録
』

『
海

山
記
』

『
開

河

記
』
『
迷

楼

記
』

の
襲

用

に

つ
い
て
」

(
『
中

国
文

学
論

集
』

第

二
八
号

)
を
参

照
。

拙
稿

「
晴
煬

帝
を

め

ぐ
る

「
艶

」

に

つ
い
て

i

『
艶

異
編
』

と

『
晴
煬

帝
艶

史
』

の

「
艶

」
描

写

を
通

し

て

ー

」

(
『
九

州
中

国
学
会

報
』
第

三
九
号

)。

『
古

本

小
説
集

成
』

(
上
海

古
籍

出
版
社

)
所

収
。

小

松
謙

『
中

国
歴

史
小
説

研
究
』

(汲

古
書

院
、

二
〇

〇

】
)
。

『
唐

書
志

伝
』

系

列

は

『
唐

書

志

伝
』

『
晴

唐

両
朝

史

伝
』

『
大

唐
秦

王
詞

話
』

が
、
『
晴

史
遺

文
』

系

列

は

『
晴
史

遺

文
』

『
晴

唐
演

義
』

『
説
唐

演
義

』

が
そ

れ
ぞ

れ
属

す

る
。
小

松

氏

は
同

時

に
、

此

の

二
系
列

の
分

化

が
、
伝

承

地
域

の
相

違

に
由
来

し

て
い
る

可
能
性

を
述

べ

て
お
ら
れ

る
。

欧

陽
健

「
《
晴
唐

演
義

》

"
綴
集

成
候

"
考
」

(
『
文

献
』

一
九

八

八
年

第

二
期

)
。

本
文

「
煬
帝
爲

千
古

風
流

天
子
、

其

一
畢

一
動
、

無
非

娯
耳
悦

目
、
爲

人
艶

羨
之

事
、

故
名

其
篇

日

『
艶

史
』
。
」

『
東

京
夢
華

録

』
巻

五

「
京

瓦
技
芸

」
中

に
は

「
講
史

」

の
文
字

が

見

え
、

講

釈
師

の
名

が
並

ぶ
。

又

『
夢

梁
録

』
巻

二
十

「
小

説

講
経

史
」
中

に
は

「
講

史
書
者

、
謂

講
説

『
通

鑑
』
・
漢

・
唐

歴
代
書

史
文
傳

、

興
廃
争

職

之
事
。
」

と

あ

り
、

当
時

の

「
講
史

」

の
実
態

が
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

本

文

「
煬
帝
繁

華
佳
麗

之
事

甚
多

、
然

必
有

幽
情
雅

韻
者

方
採

入
。
如

三
幸

遼
東

、
避
暑

扮
陽

等
事

、
平

平
無
奇

、

故
略
而

不
載
。
」

王

暁
伝

輯
録

『
元
明
清

三
代

禁
殿

小
説

戯

曲
史

料
』

(
作
家

出

版
社

、

一
九

五

八
)
等
参

照
。

例

え
ば

江
蘇

省

の
淫
詞

小
説

を
禁

ず

る
法

令

に

『
階

煬
艶

史
』

(『
階
煬

帝
艶
史

』
)
、
『
桃

花
艶

史
』
等

の
書

名
が
挙

が

っ
て
い
る
。

『
桃

花
艶

史
』

『
巫
山
艶

史
』

『
妖

狐
艶

史
』

『
飛

花
艶

想
』

は
例

え
ば

『
中

国

歴
代
禁

殿

小
説

集
梓
』

(
台
湾
蔓

笛

国
際

出

版
社
、

一
九
九
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五
～

一
九

九
六

)
所
収
。

本

文

「
作
者

之
干
世

情
、

蓋
誠

極
洞
達

、

凡
所
形

容
、

或
條

暢
、

或
曲

折
、

或
刻
露

而
壼

相
、

或
幽

伏
而

含
機

、
或

一
時
井

鳥
雨

面
、

使

之
相

形
、
攣

幻
之

情
、

随
在

顯
見

。
…

…
至
謂

此
書

之
作

、
専

以
鳥

市
井

間
淫
夫

蕩

婦
、

即
與
本

文
殊

不
符

。
」
本

文

訳
は
中

島
長

文
氏

の

訳
注

(
東
洋

文
庫
、

一
九
九

七
)

を
参
考

に
し
た
。

日
下
翠

『
中

国
戯
曲

小
説

の
研

究
』

(
研
文

出
版

、

一
九
九

五
)
第

七
節

「
『
金

瓶
梅

』
作

者
考

」

に
は
次

の
様

に
述

べ
る
。

「
『
金

瓶
梅
』

の
価
値

は
、

そ

の

ス
ト
ー

リ
ー

の
進

展

起
伏

に
あ

る

の

で
は

な
く
、

そ
れ

ま

で
の
話

本

に
は
み

ら
れ

な
か

っ
た
、

日
常

生
活

の
緻

密

で
リ

ア
ル
な
描
写

の
積

み
重

ね

に
あ

る
。
」
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